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目視検査に寄り添う有機EL照明



はじめに・・・

人々の暮らしを照らしてきたあかり。

その光は、時代とともに進化してきました。

人類がはじめて使った「あかり」は、たき火だと言われています。

時代が移ろうにつれ、ろうそく、オイルランプ、ガス灯となり、

電球や蛍光灯が開発され、現在はLED照明が普及しています。

照明は、明るく照らすことから、安全に照らすことへ、

より省エネへ、より長寿命へと進化を続けてきました。

しかし、その反面、失ってきたものもあります。

照明が明るすぎることが、人の身体や精神に影響を及ぼす

体内リズムの乱れ、寝つきの悪さ‥‥。

そこで、いま、快適・安心・健康の照明空間を提供する

新たな照明として「有機EL照明」を我々はご提案しております。
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有機膜の厚さ

数十nm

有機薄膜に通電することで発光

有機ELとは・・・

有機EL (Organic Electro Luminescence)とは

有機物の電界刺激による発光現象のこと

この現象を利用した素子や製品のこと

有機発光ダイオード(OLED：Organic Light Emitting Diode）とも呼ぶ

有機ELの基本構造と発光原理



ホタルイカ 光るキノコ

外部刺激 ルミネセンス種類

電気エネル
ギー

エレクトロルミネセンス
（有機EL）

光 フォトルミネセンス（蛍光板）

化学反応 化学発光（夜店の光るリング）

生物反応 生物発光
（ホタル、ホタルイカ）

熱 熱ルミネセンス（ホタル石）

放射線 放射線ルミネセンス

力 メカノルミネセンス

有機物からの発光現象



快適な
視作業環境
の提供

快適な
生活空間
の提供

美容用途

有機EL照明による
新たな照明価値の創出

ホテル

健康・快適をテーマにした
3つのソリューション提案

人、モノを美しく見せる
新しい価値の提供

有機EL照明(OLED)事業の取り組み

美術館・博物館

目視検査

オフィス
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学習・デスクワーク

マンション
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検査員の

健康維持
生産性向上

私たちはこの２つのキーワードを大切にしながら、

有機EL照明の提案活動に取り組んでいます
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目視検査への有機EL照明のご提案



1. 健康面

➢ 目が疲れる

➢ 頭痛がする

➢ 首筋や肩が凝る

2. 作業性について

➢ 光が眩しくて見づらい、作業がしづらい

➢ 光源の映り込みで見えづらい

➢ 見づらさから、作業に時間がかかる

3. 現場管理者

➢ 離職率が高い

➢ 生産性を向上したい

➢ 目視検査は無くせない
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外観目視検査でのお困りごと

みなさんの現場は
いかがでしょうか？
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光が人に及ぼす影響
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1) Zeitzer JM et al . J Physiol. 2000;526:695. の図を改編 2) McMullan CJ et al. JAMA. 2013;309:1388–96.
3) McMullan et al. Heart. 2017;103(9):694-701. 

メラトニン分泌量が低い群で、糖尿病や心筋梗塞の発症リスクが約２倍

メラトニン量別 糖尿病発症リスク 2) 
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照度とメラトニン抑制率の関係

メラトニン量別 心筋梗塞発症リスク 3) 

明るすぎる照明による健康への影響

夜間に明るい光を浴びることで、メラトニン分泌が低下するといわれてます
メラトニン分泌が低下すると、糖尿病・乳がん・心血管疾患など様々な疾病のリスクが上がるため、
メラトニン分泌を維持することが重要です 
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生活環境（生活リズム、睡眠）と関係が深いメラトニンは日中は分泌量が低く、
夜間に分泌量が十数倍に増加するといわれています。

有機EL照明は一般的なLED照明よりもメラトニン濃度の低下が小さく、
メラトニン抑制率：約30％ 改善、体内時計のリズムを表す指標であるメラトニン分泌開
始時間のズレが約50分改善
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光の作業への影響
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有機EL照明の特徴である平面から拡散する光（面発光）は均質に広がり

全体をやさしく照らしてくれます＝見やすくて疲れにくい

光源像に映り込んでも検出できる強い光沢の金属（鋳造、プレス）部品でも
反射光は眩し過ぎない

眩し過ぎない面発光
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被験者：成人女性12名、 実験条件：OLED、LED共
色温度：4000K 、平均机上照度：500lx、明るさ感：Feu20

2つ目

5

１つ目

7

4つ目

9

3つ目

4

PC課題（識別テスト）

紙課題（計算テスト）

記載された数字

回答

＋
2

＋
3

＋
9

日本照明学会、日本疲労学会で発表

成人を対象に行った臨床試験で有機EL照明は

PC課題と紙課題の両方で疲労軽減、集中力持続することを確認できました

作業環境での検証
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有機EL照明

＋

検査現場の周囲を遮光

有機EL照明の特性を最大限に活かすために・・・
より検査がしやすい光環境の改善をセットで提案しています

周囲光の影響がなくなると

• 検査環境の明暗のコントラストが増加

異常個所の境界が強調され、検出しや

すくなる。

• 検査光源の照度を絞って検査を行うこと

ができる

ハレーションが少なくなり、ワーク面の

変化に気づきやすくなる

目が疲れにくくなる



天井の照明と
手元のLEDで

カネカはこの環境を
ご提案します

• 天井が映り込む
• 手元の照明が眩しくて
見づらい

• 不良のコントラストが薄い

• 背景を黒にする
（余計な情報を遮断）

• 検査に使う光を一つにする
• 反射の少ない有機EL照明を
使用する
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①検査台を暗幕等で覆う

②前後、天のみを覆う

※工程上で横の導線確保が必要な場合

検査環境を考える
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従来

導入後

➢ 自動車用プレス部品工場の目視検査現場で外観不良
（キズ、打コン、板厚不良）の見逃しが減らない

➢ 目視検査作業者への負担が大きいため、離職率が高い
課題

導入成果
⚫ 不良見逃し激減、検査時間の大幅削減、検査員の健康改善

改善策
「見えないから照明を追加してもっと明るく」が間違っていた。
低反射、低疲労な有機EL照明を導入（電球色3000K）

導
入
前

◆LED照明での目視検査
照度・・・1500～2000ルクス 見逃しが発生する度に明るくしていた・・・
• 反射によるまぶしさでさらに見づらくなった
• 目が疲れる
• 見えづらいから作業に時間がかかる

導
入
後

◆有機EL照明での目視検査
照度・・・200～100ルクス
• 反射によるまぶしさがない
• 影ができにくい
• 目の疲れが軽減

導入ポイント
• 余計な環境光を遮断すると検査はしやすくなる
• 目が疲れにくいから作業効率が上がり、タクトタイムの短縮にもつながる
• 検査員の負担が減り、離職率も改善
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導入事例 自動車用プレス部品メーカーK社様
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製品ラインナップ

１． デスクライト 3灯タイプ 2灯タイプ

２． ベースライト

6灯タイプ 3灯タイプ・設置型タイプ（設置方法は3パターン）
・表面拭きやすいアクリルカバー付
・調光機能を追加

・クランプで検査台に取り付け可
・アームで簡単に位置調整可能
・調光機能付

３． ハンディライト

・作業しやすいコードレスタイプ
・充電式で継続使用可能

17



19

疲れにくく、生産性の改善に向けた検査をするためには

１．照明を理解する

２．検査環境を整える

３．見方を変える

照明を考え品質の維持と検査員の健康を守りましょう
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ことで明るすぎない環境にすることが大切です

まとめ



目視検査に寄り添う光

＝
有機EL照明
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